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個別業績と前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2022年３月期（2021年４月１日～2022年３月31日）の通期個別業績につきまして、前期実

績値との間に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１. 2022 年３月期通期個別業績と前期実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純損益 

前期実績（Ａ） 

2021 年３月期 

百万円 

861 

百万円 

△933 

百万円 

△791 

百万円 

△1,066 

円 銭 

△184.71 

当期実積（Ｂ） 

2022 年３月期 
776 △703 △348 △453 △30.18 

増減額（Ｂ－Ａ） △84 230 442 612  

増減率（％） △9.8 － － －  

 

２. 差異が生じた理由 

当社個別の売上高は、政府および自治体からの緊急事態宣言やまん延防止重点措置などの発出に

より、店舗の臨時休業や営業時間の短縮、アルコール提供の自粛など、前期と比較しても通常の

営業ができない期間が長かったことに加え総店舗数が減少したことにより前期実績を下回りまし

た。営業利益に関しましては、減収影響はあったものの、不採算店舗を撤退したことによる地代



家賃やその他店舗に係る諸経費が減少したことにより、営業利益は前期より改善しました。ま

た、経常利益に関しましては、営業利益の要因に加え緊急事態宣言やまん延防止重点措置などに

係る協力金により助成金収入が増加したため、経常利益は前期より改善いたしました。当期純利

益に関しましては、店舗の撤退や業態変更に係る固定資産除却損の計上は増加したものの、減損

損失および既存店舗における退店時の原状回復費用などの見込み額である事業整理損失引当金繰

入額の追加計上が減少したことにより、当期純利益は前期より改善いたしました。 

 

以 上 


